
東
北
初
 
国
際
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
。
 

，
 

宝
f
2
l
、
 ノ
ー
ノ

J
く
 し
  

t

ー
 
コ
く
 
 
1

く
J
 

回
界
の
臓
鳳
涙
一
 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

O自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

⑥平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

⑥文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

O未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

、昭和59年10月 1日制定） 

わたくしたちの先人は、不焼不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

市 民 憲 章 
昭和61年 
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（毎月 2回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,615人（男24,812・女26,803）世帯数14,953 (8月31日現在） 

しかわら 

国
際

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
棚
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
」
 
の

五
所
川
原
大
会
が
九
月
四
日
、
 

吏

昌
球
場
で
開
か
れ
、
ス
タ
ン

ド
を
埋
め
た
約
二
千
五
百
人
の

観
客
は
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
プ
 
 

レ
ー
を
十
分
に
た
ん
の
う
し
ま

し
た
。
 

同
大
会
は
、
日
本
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
協
会
が
招
待
の
形
で
開
い

て
い
る
も
の
で
、
本
県
は
も
ち

ろ
ん
、
東
北
で
も
初
め
て
。
市
 
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
丸海
老

祐
造
会
長
）
の
こ
れ
ま
で
の
実

績
と
熱
意
に
よ
っ
て
本
市
で
の

開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。
 

出
場
チ

ー
ム
は
、
日
本
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
が
米
国
、
ニ
ュ
 

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
台
湾
と
日
本

の
代
表
選
手
を
選
抜
、
編
成
し

た
 
「世
界
オ
ー
ル
ス
タ
ー
」
「世

界
選
抜
」
と
「
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
パ

ン
」
、
そ
れ
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
 

「リ
サ
ー
ル
」
 
の四
チ
ー
ム
。
 

こ
の
日
の
午
前
九
時
、
開
始

式
が
行
わ
れ
、
開
催
地
を
代
表

し
て
森
田
市
長
が
歓
迎
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

「世
界
オ
ー
ル
ス
タ
ー
チ

ー
 

ム
」
に
は
、
西
郡
車
力
村
出
身

で
東
京
女
子
体
育
大
学
四
年
の

尾
野
省
子
さ
ん
が
主
将
と
し
て

出
場
。
球
場
に
は
同
村
か
ら
応
 
 

援
団
が
続
々
と
か
け
つ
け
ま
し

た
。
 

ま
た
 
「ヤ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
チ
 

ー
ム
」
に
は
、
日
立
製
作
所
高

崎
工
場
の
安
藤
弘
美
さ
ん
が
出

場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
系
列

会
社
で
あ
る
日
立
東
部
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
囲
津
軽
工
場
の
山
本

雅
幸
工
場
長
は
じ
め
社
員
多
数

も
応
援
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。
 

試
合
は
三
試
合
行
わ
れ
、
観

客
は
目
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
豪

速
球
、
懸
命
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
な

ど
の
プ
レ
ー
に
 
「さ
す
が
世
界

の
強
豪
」
と
感
心
し
て
い
ま
し

た
。
 

な
お
、同
大
会
出
場
の
選
手
、
 

役
員
約
百
人
は
、
前
日
市
役
所

を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
 

壁婆了入場行進する選手 

‘〒 

 



市
で
は
九
月
七
日
、
五
所
川

原
第
「
軍
学
校
（
伊
藤
怜
校
長

生
徒
数
四
百
六
十
四
人）
の

増
改
築
工
事
の
起
工
式
を
同
中

グ
ラ
ウ
ン
ト
で
行
い
ま
し
た
。
 

同
中
は
、
建
物
の
老
朽
化
に

加
え
て
生
徒
数
の
増
加
が
著
し

い
こ
と
か
ら
増
改
築
を
す
る
も
 

の
で
、
全
体
計
画
で
は
、
校
舎

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

て
（
一
部
二
階
建
て
）
で
、
教

室
は
普
通
十
二
、
特
殊
一
、特

別
が
九
で
、
そ
の
ほ
か
食
堂
と

屋
内
体
育
館
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
建
築
面
積
は
校
舎
が

三
千
三
百
四
十
七
平
方
）い
、食
 

.
 

●
 

，
 

言
 
．
 

・
 

(
0
 

.
 
.
 

一
 

警
 

事
 

《
 

事
 

，
 

●
 

・

聾
 
．
 
・
 

.
 
.
 

響
 
．
 
一
 

●
 

．
 

挙
 
．
 
.
 

．
・
．一
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現校舎（取りこわす部分） 

現校舎を改修して使う部分

増築する部分 

堂
三
百
三
十
八
平
方
H
、
屋
内

体
育
館
が
千
三
百
平
方
H

（予

定
）
で
、
総
事
業
鷺
」
約
十
億

二
千
五
百
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
 

工
事
は
、
本
年
度
校
舎
の
四

割
を
、
来
年
度
は
校
舎
の
残
り
 

六
割
と
食
堂
、
そ
し
て
六
十
三

年
度
は
屋
内
体
育
館
を
そ
れ
ぞ

れ
建
設
す
る
三
か
年
の
継
続
事

業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
日
は
森
田
市
長
、
川
浪

市
議
会
議
長
、
伊
藤
校
長
、
P
 

T
A
役
員
な
ど
約
四
十
人
が
出
 

席
し
て
起
工
式
を
行
い
、六
十

三
年
度
完
成
に
向
けて
着
工
し

ま
し
た
。
 



（第624号） 広報ごしよがわら 

,
 

,

‘
 

，

一
 齢

 

で

・
一
 

会
旧

表
（7
 

発
月
 

記
達

年
も
 

O
子
 

り
る
 

」
す
 

楽
一
浬

器
閏
 

認
 

周
ど
 

創
立

m周
年

を
祝

う

野
里
沖
飯
菜で
記念
式典「

 

明
治
九
年
に
創
立
し
、
今
年

で
百
十
周
年
を
迎
え
た
野
里
小

学
校

（平
塚
邦
夫
校
長
 
児
童

数
百
二
十
一
人
）
で九
月
七
日
、
 

同
校
で
そ
の
記
念
式
典
が
開
か

れ
、
百
十
周
年
を
祝
い
合
う
と
 

市
は
こ
の
ほ
ど
、
市
消
防
団

第
八
分
団
（原
田
信
英
分
団
長
）
 

の
第
三
部

（
長富
）
に
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
を
配
備

し
ま
し
た
。
 
 

と
も
に
新
た
な
飛
躍
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
平
塚
校
長
は
じ
め

教
職
員
、
全
校
児
童
、
来
賓
、
 

父
母
合
わ
せ
て
約
二
百
五
十
人

が
出
席
。
平
塚
校
長
が
、同
小
 

●
 

の
百
十
年
と
い
う
 

,．
し
 
長
い

歴
史
に
ふ
れ

憲
泰
一
 
な
がら
、
 「歴
史
 

楽
一
達
 
と
伝
統
の
あ
る
こ
 

滑
，
一
 
の
学校
の
名
を
一
 

で
・
一
 
‘J二
才
‘
ノー
？
‘
 

会
旧
 
層
高
め

る
よ
う
頑
 

一
競譲
「
 

記

達
 
を
迎
え
る
が
、
そ
 

昨
」
 
な
向
か
って
大
 

9
子
 
き
く
歩
ん
で
く
だ

山
る
 

さ
い
ー
と
あ
いさ

つ
を
述
べま
し
た
c
 

式
典
後
、
全
校
 

こ
の
積
載
車
は
、ダ
ブ
ル
キ

ャ
プ
八
人
乗
り
で
価
格
は
二
百

九
十
四
万
円
で
す
。
 

ま
た
、
老
朽
化
に
伴
う
建
て

替
え
を
進
め
て
い
た
同
分
団
第
 
 児

童
参
加
に
よ
る
発
表
会
が
開

か
れ
、
研
究
発
表
、遊
ぎ
、劇
、
 

合
唱
な
ど
が
次
々
と
被
露
さ
れ
、
 

出
席
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
、
十

一
年
前
に
本

市
で
最
初
に
発
足
し
た
 
「緑
の

少
年
団
」
が
活
発
な
活
動
を
続

け
て
い
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
で

は
特
に
ス
キ
ー
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
 

一
方
、沖
飯
詰
小
学
校
（
工

藤
照
秋
校
長
 
児
童
数
百
十
七

人
）
で
も
同
月
十
四
日
、
同
校

で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

工
藤
校
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
 

児
童
達
の
合
唱
、
器
楽
演
奏
が

被
露
。
ま
た
、
学
区
の
川
山
、
 

中
泊
、
桜
田
、
沖
飯
詰
の
四
地

区
の
父
母
達
が
地
区
別
に
、
「」
 

の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
た

手
踊
り
な
ど
を
被
露
し
ま
し
た
。
 

二
部

（
中
崎）
の
消
防
屯
所
も

こ
の
ほ
ど
完
成
。
同
屯
所
は
面

積
約
十
平
方
屑
、
工
事
費
九
十

九
万
円
で
す
。
 

九
月
十
七
日
に
は
、こ
れ
ら
 

同
校
は
、
昭
和
五
十
八
年
に

県
か
ら
「
モ
デ
ル
」
養
農
園
」
 

の
指
定
を
受
け
、
以
来
児
童
に

野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
農
業
生

産
の
仕
組
み
ゃ
物
を
育
て
る
心

を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
、
父
母

の
協
力
も
得
な
が
ら
着
実
に
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
収
穫

し
た
野
菜
は
、
高
学
年
の
児
童

が
」「
粉
に
しそ
れ
を
み
ん
な
で

給
食
の
時
間
に
味
わ
う
な
ど
、
 

収
穫
ま
で
の
苦
労
と
そ
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
時
の
喜
び
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

地
区
の
主
催
で
積
載
車
の
入
魂

式
と
新
屯
所
の
落
成
式
が行
わ

れ
、
こ
れ
に
森
田
市
長
と
黒
石

消
防
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
 
 

▽
試
験
職
種
と
採
用
人
員
 

①
上
級
行
政
職
 
若

干
名

②
初
級
行
政
職
 
若

干
名

▽
受
験
資
格
 

①
上
級
行
政
職
 

⑦
年
令
 
昭
和
二
士
ハ
年四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
 

m
学
歴
 
四
年
制
大
学
を
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
昭
和

六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

回
住
所
 
昭
和
六
十

一
年十

月
一
日
以
前
か
ら
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
市
内
に
住
所
を
有
し
な

い
が
五
所
川
原
市
出
身
で

あ
る
人
 

②
初
趣
行
政
職
 

⑦
年
令
 
昭
和
二
十
六
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
四

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
 

m
学
歴
 
高
校
、
短
大
を
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
昭
和

六
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

回
住
所
 
上
級
職
に
同
じ
 

▽
第
一
次
試
験
日
 
十
一
月
一
一
 
 

十
四
日
（
月
）
 

▽
受
験
手
続
 
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
市
人
事
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い

（
申込
書
は

人
事
課
に
あ
り
ま
す
。）
。
 

▽
受
験
申
込
書
の
交
付
及
び
受

付
期
間
 

十
月
十
三
日

（月
）
か
ら
十

月
三
十
一
日

（金
）
ま
で
 

▽
採
用
予
定
年
月
 
昭
和
六
十

一
一
年一
月
以
降
 

▽
そ
の
他
 

小」
郵
便
で申
込
書
用
紙
を
請
求

さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
七
十

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
 

②
郵
便
に
よ
る
申
込
書
の
提
出

は
、
十
月
三
十
一
日ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

付
け
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
人
事
課
 

（
廿
⑩
一
一
一一
一
番
 内
線
三

一
一

、
三
一
三
番
）
へ
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

③昭和61年（1986年）10月 1日 
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一
 

*
 

*
 

*
 

*
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一
 

一
 

回
団
目
郵
易
 

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
を
配
備
、
消
防
屯
所
も
落
成
 

消
防

団

第

8
分

団

ー
 



市
で
は
市
民
体
育
館
で
九
月

九
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催

で
「
昭
和
六
＋
一
年度
 
市
老

人
福
祉
大
ムご
を
開
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
社
会
に

貢
献
し
て
き
た
お
年
寄
り
達
を

慰
労
す
る
と
と
も
に
、そ
の
長

寿
と
健
康
を
祝
う
も
の
で
七
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
約
千
一
一

百
人
が
出
席
。
 

大
会
で
は
、
平
山
誠
敏
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
の
開
会
の
こ

と
ば
に
引
き
続
き
、
森
田
市
長

が
「
本
市
が
今
日
の
発
展
を
み

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
さ

ま
大
先
輩
の
方
々
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
と
も
市
発
展
の
た
め

に
、
ご
助
言
、
ご
指
導
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
九
十
五
歳
以
上
の
 

／
 
、
、一
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‘
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1
.

I
,、
I
、
.‘．「
．If
‘
．》
 

9
5歳
以
上

長
寿
者
 
、
 
(
 

《
 

8
8歳
に
達
し
た

長
寿
者
 "" 

長
寿
者
十
人
と
米
寿
を
迎
え
た
 

四
十
二
人
、
寝
た
き
り
老
人
介
 

護
者
五
人
な
ど合
わ
せ
て
六
十
 

八
人
を
表
彰
。
ま
た
、
過
日
開

か
れ
た
県
老
人
福
祉
大
会
で
9
 

顕
彰
状
な
ど
の
伝
達
も
行
い
ま
 

+
 

浅
利
サ
タ
（
一
〇
一歳
 
川
端

町
）
 

加
藤
力
ョ
（
一
〇
〇歳
稲
実

）
 

安
田
ツ
ナ
（
九
九
歳
 
田
川
）
 

佐
々
木
た
み
（
九
六
歳
 
鎌
谷

町
）
 

長
尾
竹
太
郎
（
九六
歳
 
福
山
）
 

平
山
あ
江
（
九
六
歳
 
本
町
）
 

小
野
よ
し
（
九六
歳
 
金
山
）
 

三
浦
竹
次
郎
（
九
六
歳
 
前
田

野
目
）
 

成
田
や
よ
（
九
五
歳
 
小
曲
）
 

「
一
上つ
る
（
九五
歳
 
岩
木
町
）
 

小
田
桐
や
さ
（
元
町
）
、
乗
田

ち
よ

（柳
町
）
、山
谷
石
蔵
孟
石

木
町
）
、
長
尾
き
よ
、
菅
野
み

よ
の

（
以上
東
町
）
、
渋
谷
長

太
郎

（雛
田
）
、浅
川
ヒ
サ
（
中
 
 

し
た
。
 

そ
の
後
、来
賓
と
し
て
櫛
引
、
 

成
田
両
県
議
と
川
浪
市
議
会
議

長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ど

し
た
。
 

ま
た
、
午
後
は
市
老
連
芸
能
 

+
 

+
 

平
井
町
）
、
白
岩
さ
ん
（
幾
世

森
）
、佐
々
木
ふ
さ
（柏
原
町
）
、
 

境
谷
つ
さ
（
錦
町
）
、
小
野
寿

美
（幾
島
町
）
、平
川
つ
や

（
松

島
町
四
丁
目
）
、
小
山
内
ツ
ケ
 

（
同
八
丁目
）
、小
野
III子
（
元

町
）
、
鶴
谷
芳
太
郎
（
上
平
井

町
）
、
菊
池
シ
ナ
、
 一
戸
三
郎
 

（
以上
稲
実
）
、斎
藤
よ
志
（
七

ッ
館
）
、舘
山
キ
ョ
（
川
山
）
、
 

秋
田
輿
太
郎
（
沖
飯
詰
）
、
太

田
 
粕
、
鳴
海
サ
ト
、
賀
谷
嘉

吉
、
山
口
力
シ
、
成
田
ス
メ
、
 

山
口
本
市
（
以上
飯
詰
）
、
増

田
き
せ
（
下
倉
崎
）
、
成
田
き

み
よ
（
高
瀬
）
、長
尾
そ
と
（鶴

ケ
岡
）
、
上
見
き
ね
、
小
笠
原

タ
ミ

（
以上
長
富
）
、
阿
部
ナ

ョ
（
原
子
）
、
三
上
み
原
（
持

子
沢
）
、
三
上
嘉
吉
、佐
藤
ち

る
（
以
上
前
田
野
目
）
、
小
田

桐
み
ね
（
水
野尾
）
、
小
田
桐

な
ん
（
米
田
）
、寺
田
ョ
ソ
（
吹

畑
｝
、
秋
元
こ
と
（
野
里
）
、
 

寺
田
運
治
、
秋
元
く
に
（
以
上

神
山
）
、清
野
シ
サ
（
松
野
木
）
 
 部

会
の
民
謡
、
手
踊
り
な
ど
を
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
人
は
、
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

中
 

佐
藤
英
子
（
柏
原
町
）
、
高
橋

ミ
キ

（
長橋
広
野
）
、
片
岡
昭

子
（
松
野
木
）
、斎
藤
ソ
ョ
言

沢
）
、
煮
劇
ツ
ェ
（
姥芦
）
 

太
田
善
七
（
長富
上
慶
寿
会
）
、
 

舘
山
要
吉
（
川
山
福
寿
会
）
、
 

藤
森
兼
世
（
長富
下
廃
寿
会
）
、
 

平
山
清
一
（
田
川
米
寿
会
）
、
 

柴
谷
峰
作
（
寺
町
、
岩
木
町
永

寿
会
）
、
村
田
富
蔵
（
金
山
長

災
〈
）
、
田
中
良
一
（
沖
飯
詰

老
生
会
）
、
外
崎
義
雄
（
藻
川

長
生
会
）
、
山
形
四
郎
（
松
島

町
松
鶴
会
）
、
坂
本
繁
成
（
下

岩
崎
稲
穂
会
）
、藤
玉
章
園
（
藻

川
長
生
会
）
 

、？部
、
 

【
 



扇
歳
以

H
s
長
寿
者
 

浅
利
サ
タ
（
川
端
町
）
、
加
藤
 

か
よ

（稲
実
）
 

◇
8
8歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

浅
川
巽
・
ヒ
サ
（
中平
井
町
）
、
 

北
村
繁
逸
・
ヲ
ナ
（
飯
詰
）
 

〈
弱
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

飛
島
キ
ユ
（
元
町
）
、
桜
庭
そ
 
 

よ

（
旭
町
）
、小
野
い
さ
（
敷

島
町
）
、佐
藤
K
ミ
（柏
原
町
）
、
 

小
栗
山
ふ
み
、
沢
田
つ
り
（
以

上
小
曲
）
、
木
村
ゃ
よ
、
藤
田

き
よ
（
以
上
姥
泡
）
、
山
田
さ

な
（
広
田
）
、白
戸
あ
く
り
（み

ど
り
町
四
丁
目
）
、渡
辺
さ
ん
、
 

成
田
ま
さ
（
以
上
金
山
）
、
福

士
慶
太
郎
（
漆
川
）
、
小
川
い

よ
（
太
刀
打
）
、島
谷
し
な
（
一
 

おじいちゃん

おばあちゃん 

いつまでも元気で 

●

県
老
人

福
祉
大
会

表
彰
 

（伝
達
）
 

『
ジ
g
g

g

g

,
g
I
P
g
g

g
g

g

t
t

g

A
 

画
 司
ソり
 
今

回
、
九
十
 

で
「
早
寝
早
起
き
」
 
「体
を
 
皿
 

》
錦

五
離
乞
表
 
勃
”
諮
響

H

麓

（
 

画
 派
 

彰
さ
れ
た
方
十
 

て
「呼
糾
廉
い
刀
な
い
食
事
 
（
 

）
 
⑨
 
漬
”
才
は
プ
寸
 

に
好
き
婦
し
切
な
し
食
申
」
か
 

「
 
い
 
人
の
「
長
生
き
 
「

い
つ
t
心
を
女
ら
か
に
L
 か
 

画
縄

D
』
ナ
つ
ーま
 
れ

郵
J
巨
三
れ
（
 

（
⑩

α
て
5

」
ロ
 
い
』
准に
什
／

カ
ソ
石
《
 

画
 
⑩
 

王又
 J《
；
 う
 

そ
れ
 
人
す
二
で
し

た
く
 

柵
 

（
叡

さ、
書
ク）・
」
の
 

f

ー
 

尋
（
 

）
瞥
け
「小喰
で三
 

国

【
鼠
‘
」
 

で
三
人
、
 

《g

g
ぐ
y
P"
y
P
h
y・
ぐy・
‘gぐ
y
タhぎ
《g
《9
・
《t

g
ry
戸g

g
い
 

寿
会
）
、
江
良
直
義
（
栄
町
日
 
山
 

J
t
 で
三
人
、
次
い
 

）
離

湾

は
読
宇
 

中
＋
を
『
か
 

か
 

野
坪
）
、佐
藤
茂
助
（
藻川
）
、
 

成
田
タ
ミ
（
高
瀬
）
、
北
村
繁

逸
（
飯
詰
）
 

◇
老
人
福
祉
関
係
 

前
田
か
お
る
（
梅
田
米寿
会
）
、
 

横
島
貞
吉
（
福
岡
福
寿
会
）
、
 

新
谷
志
郎
（
前
田
野
目
第
二
長
 

光
会
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市
社
協
に
3
0万
円
寄
付
 

農
業
の
厳
し
い
実
情
を
強
く
訴
え
る
 

農
政
審
に

桜
田
の

笠
井

さ
ん
 

松
緑
神
道
大
和
山
（
田
沢
康

三
郎
教
主
）
で
は
九
月
七
日
、
 

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
 

ー
松
緑
神
道
大
和

山
ー
 

い
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
に三
 
一

」
の
バ
ザ
ー
は
、
開
発
途
上

十
万
円
を
寄
付
さ
れま
し
た
。
 

国
の
飢
え
と
病
い
に
苦
し
む
人

こ
れ
は
、
九
月
 
達
を

救
う
こ
と
を
目
的
に
開
か

六
日
か
ら
二
日
間
 
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
十

に
わ
た
っ
て
同
教
 
一
一
回
目
。
バ
ザ
ー
で
の
益
金
は

団
が
、
市
役
所
前
 
毎
年
“

W
c
R
P平
和
開
発
基

お
ま
つ
り
広
場
で
 
金

）
と
市
社
協
に
寄
付
さ
れ
て
 

開
い
た
チ
ャ
リ
テ
 

い
ま
す
。
 

ィ
バ
ザ
ー
の
益
金
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田

の
一
部
を
寄
付
さ
 

市
長
が
来
賓
と
し
て
お
祝
い
の

れ
た
も
の
で
、
下
 
こ

と
ば
を
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

山
秀
悦
同
バ
ザ
ー
 
ト

を
行
い
ま
し
た
。
 

実
行
委
員
長
が
り
 
な
お
、

市
社
協
で
は
こ
の
た

山
田
鳳
隆
市
社
会
 
び

の
寄
付
金
を福
祉
基
金
に
繰

福
祉
協
議
会
副
会
 

り
入
れ
て
役
立
て
る
こ
と
に
し

長
に
目
録
を
手
渡
 
て
い

ま
す
。
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

大
規
模
稲
作
経
営
の
実
態
調

査
の
た
め
に
八
月
二
十
八
日
、
 

国
の
農
政
審
議
会
動
向
部
会
委

員
な
ど
一
行
九
人
が
、毘
沙
門
 

・

長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
 

ー
に
桜
田
の
笠
井
実
さ
ん
を
訪

ね
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
我
が
国
の
将
来
の

農
業
の
動
向
を
探
る
調
査
の
一

！

ー
 
 

環
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
調
査

対
象
に
県
下
一
経
営
規
模
が
大

き
い
笠
井
さ
ん
を
県
が
推
せ
ん

し
た
も
の
で
、
個
人
で
は
東
北

で
た
だ
一
人
です
。
 

調
査
は
、
各
委
員
か
ら
の
質

問
に
対
し
笠
井
さ
ん
が
答
え
る

と
い
う
形
で
、
約

一
時
間
にわ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
中
で
笠
井
さ
ん
は
、
農

業
の
厳
し
い
実
情
を
強
く
訴
え

る
と
と
も
に
農
業
に
対
す
る
特

別
な
配
慮
を
要
望
し
ま
し
た
。
 

笠
井
さ
ん
は
、
現
在
四
十
一
一

給
（
作
業
受
託
地
を
含
む
）
に

水
稲
、
小
麦
を
作
付
け
し
、
大

刑
穫
械
を
駆
使
し
て
大
幅
な
省
 
 力

化
を
図
り
コ
ス
ト
低
減
に
努

め
る
な
ど
生
産
性
の
高
い
農
業

を
確
立
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

昭
和
五
十
八
年
に
は
“
水
稲
、
 

転
作
小
麦
の
大
規
模
経
営
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
ク
の
業
績
に
よ

り
、
第

一
回
県農
業
経
営
研
究

協
会
長
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
 

市
農
業
委
員
を
務
め
て
い
る
ほ

か
、
県
農
業
経
営
士
第

一
号と

し
て
若
手
農
業
後
継
者
の
育
成

指
導
や
、
現
在
桜
田
地
区
で
集

落
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
る
農
地

集
合
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
な
ど
、
地
域
農

業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
 

笠井実さん件町 
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足
し
が
ち
な
婦
人
達
の

健
康
と
体
力
の
増
進
を

図
り
、
市
民
の
ス
ポ

ー
 

ツ
へ
の
関
心
を
よ
り
一

層
盛
り
上
げ
る
と
共
に
、
 

参
加
者
の
親
睦
を
深
め

」
 
よう
と
市
教
委
が主
催

し
て
い
る
も
の
。
 

競
技
は
キ
ッ
ク
ボ

ー
 

ル
、
つ
な
引
き
な
ど四

種
目
で
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

区
の
期
待
を
担
っ
て
健

闘
し
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
チ
ー
ム
は
 

(
 

「車
 

務
組
合
、
同
五
所
川
原
 

彫
 

消
防
署
の
1
1
1
者
が
共
催
 

~ 10月は ~ 

~市県民税~ 

~ 	第3期~ 

~健康保険税~ 

~ 	第4期~ 

~の納期です ~ 

iノンノノノ”ノ,ソ”ソソノソノノノノソソノ製磐」’」”ソン力I 

《
 

一
 
女
 

働
 

市
で
は
九
月
十
二
日
、
毘
沙
 

状
を
贈
り
ま
し
た
。
 

門
の
太
田
藤
太
郎
さ
ん
に感
謝
 
太
田

さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
同
地
区
の
消
防
屯
所前
や

ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
、
信
号
機
の
除

雪
、
農
村
公
園
内
の
ト
イ
レ
の

清
掃
、
ゴ
ミ
集
積
場
で
の
ゴ
ミ

収
集
後
の
あ
と
片
付
け
な
ど
の

奉
仕
活
動
を
続
け
、
地
区
の
人

達
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

市
民
体
育
館
で
九
月
七
日
、
 
 

区
か
ら
選
手
な
ど
約
四
百
人
が
 

「第
1
7回
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
 
参

加
し
ま
し
た
。
 

体
育
大
会
」
が
開
か
れ
、

各
学
 
同
大
会
は
、

日
頃
運
動
が
不
 

こ
の
日
、
同
地
区
で
は
毘
沙

門
・
長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
敬
支

ム
が開
か
れ
、
森

田
市
長
が
同
会
の
席
を
借
り
て

太
田
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
ま

し
た
。
 

太
田
さ
ん
は
、
 「身
体
の
続

く
限
り
続
け
て
、
で
き
る
だ
け

地
域
に
協
力
し
て
い
き
た
い」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

A
 
③
五
小
A
 

キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
 
①
中
五
（小
A
 

⑦
栄
小
A
 
③
五
小
A
 

つ
な
引
き
 ①
中
央
小
A
 
②

五
小
A
 
③
杯？
島小
 

卓
 
球
（
団
体
）
 ①
栄
小
A
 

②
南
小
 
③
五
小
B
 

オ
ー
プ
ン
競
技
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（
団
体
）
 

①
梅
泉
小
B
 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（個
人
）
 

①
高
橋
京
子
（
松
島
小
）
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 
神
恵

美
香
（
南
小
）
 

卓
 
球
（
個
人
）
 
①
尾
野
（栄

小
）
 

卓
 
球
（
ダ
プ
ル
ス
）
 
①
南

小
（
斎
藤
、
工
藤
と
）
 

働
く
婦
人
の
家
で
九
月
十
一

日
、
救
急
講
習
会
が
開
か
れ
約

五
十
人
の
市
民
が
出
席
、
初
歩

的
な
救
急
法
を
学
び
ま
し
た
。
 

私
達
の
日
常
生
活
の
中
で
は
、
 

い
ろ
い
ろ
不測
の
事
態
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
心
臓
発
作
、
脳
卒
中
、
水
に
 

】斌
撫
1
 
 

溺
れ
る
、
ケ
ガ
な
ど
。
こ
の
よ

う
な
時
、
救
急
車
が
現
場
に
到

着
す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
間
に
、仮
に
適

切
な
応
急
手
当
を
す
れ
ば
助
か

る
人
が
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
の
手
当
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
、
助
か
る
率
が
高
く
な
り
ま

．
す
。
 

こ
う
い
う
こ
と
か
ら

講
習
会
は
、
市
民
保
健

協
議
会
救
急
医
療
部
会
 

（
中
村登
喜
雄
部
会
長
）
、
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
 

で
 
で
開
催
。
 

「
 
に
、
救
急
車
を
タ
ク
シ
 

，
 

ー
戸
つ
l

」
石
で
青
 
二

、
 
 い

る
市
民
が
一
部
に見
受
け
ら

れ
る
。
初
歩
的
で
も
い
い
か
ら

救
急
法
を
知
っ
て
お
い
て
、
救

急
車
を
正
し
く
利
用
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ

れ
あ
い
さ
つ
。
 

そ
の
後
、
雇
地
力
救
急
隊
長

ほ
か
二
人
の
隊
員
を
講
師
に
、
 

身
体
蘇
生
用
練
習
人
形
を
使
っ

て
約
二
時
間
に
わ
た
り
講
習
。
 

出
席
者
は
、
身
近
か
で
重
要
な

こ
と
だ
け
に
真
剣
な
表
情
で
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

同
署
で
は
、
市
民
か
ら
要
望

が
あ
れ
ば
 
「救
急
法
」
 
の
講習

会
に
積
極
的
に
出
向
い
て
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で
、
 

仲
間
で
、
職
場
で
な
ど
、
み
な

さ
ん
も
救
急
法
を
身
に
つ
け
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

講
習
会
を
開
き
た
い
時
は
、
 

消
防
本
部
（
費
「一
五
ー
ニ
〇
一

九
番
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

毘
沙
門
の
太
田
さ
ん
に
感
謝
状
 

救
急

法
真
剣

に
学

ぶ

講
習
会

開
か
れ

る
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太圧l藤太郎さん（7o 

留
自
智
申
奥
小Aが
鳳
曙
霜艦

警
麟
嘱

紗
 

'
！
湯
三
 

講
習
会
で
は
、
中
村
 

γ

、
篇
 
救
静療
部
知
乞
知
 

．
 

婦
 

石
健
作
消
防
長
が
「軽
 

」
 

択
 

度
な
ケ
ガ
や
症
状
な
の
 



図図国目ージー 

このたび、飛島達雄さん 

（大町）から 「学習百科図

鑑」 など1 39冊、一戸義

日月さん（平和町）から 「海

のあいつ」 など 60 冊の寄

贈がそれぞれありま した。 

また、匿名の方 3 人から

図書49 冊、児童図書購入

にと 1 万 2 千円分の図書券

の寄贈がそれぞれありまし

た。 

大変ありがとうございま

した。 ＋分活用させていた

だきます。 

‘「ゴミの処理の仕方を

もう1度たしかめて」 

（市衛生課） 

‘⑥ー般家庭から 1 回にだせ’ 

l るゴミの量は、ー般廃棄物‘ 

で不燃物、可燃物とも10キ 

‘［コまで・て二す。 

⑥スイ力、 メロン等の生ゴ’ 

ミの水分は十分にf刀って。 

‘⑥携帯用ガスボンべ、スプ， 

レーは！穴をあけて。 

⑥空き力ンのポイ捨てはし， 

なし、。 

気軽に楽しめるスポーツ

として今、全国的に爆発的
な人気を呼んでいるグラウ
ン ド・：ゴルフの楽しみ方を

紹介するとともに、参加者

による競技会を開きます。 
）日時 10月26日（負）午前 9 
時30分 受付開始（午前

中講習、午後競技） 

ン会場 市営球場 

> 参加対象 一般市民（大
学生」』よ上） 6 人一組て％ 

D 参加料 1 チーム（ 6 人） 

1,000円 

＞参加申し込み期限 10月 

20日（月） 
レ申し込み先 市教育委員
会社会教育課（雪内線 2 
50番） 

レ競技方法 
(D競技はチーム競技のみ 

（②）1 チーム 6 人とし、男女
混合可。 ただし、男子は 

1 チーム 2 人以内（女子一

のみのチームでも可） 

レそのfl● 用具は当方で準
備します。 昼食持参のこ
と。 

主催 市教育委員会・市体
育指導委員協議会 

す
⑨

冒
凹
き
⑩
や
か

察
馳
臣

イ
レ

鷹
 

炊
事
、
洗
た
く
、
風
呂
、
ト

イ
レ
な
ど
私
達
の
暮
ら
し
に
一

日
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
水
。
 

私
達
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な

用
途
に
水
を
使
い
ま
す
が
、
そ

の
使
っ
た
水
の
後
始
末
を
す
る

の
が
下
永
道
で
す
。
 

市
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度

か
ら
公
共
下
水
道
の
建
設
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和

五
十
九
年
か
ら
、
そ
の
一
部
区

域
が
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

供
用
さ
れ
た
区
域
で
は
三
年
以

内
に
「
水
洗
ト
イ
レ
」
に
改
造

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
o
 

●

ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
の
日

数
は
、
 一
般
住宅
で
三
ー
四
 

工
事
の
手
続
き
、
融
資
条
件

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市下
→
小道

課
（
廿
内
線
1
」
ニ
六
番）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
で
す
。
そ
の
う
ち
、
ト
イ

レ
を
使
用
で
き
な
い
の
は
約

半
日
ぐ
ら
い
で
す
。
 

●

今
ま
で
の
く
み
取
り
ト
イ
レ

を
改
造
、
ま
た
は
、
し
尿
浄

化
槽
を
廃
止
し
て
汚
水
管
を

公
共
下
永
道
に
直
結
す
る
方

に
は
、
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。（た

だ
し
、新
築
の
場
合
や
法
人
、
 

官
公
署
等
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。）
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市役所の電話番号は⑩1lH番 

第3回市農業まつり 

g耀潔譲熟 

レ日日寺 11月15日建）午後 1日寺 

レ場所 市民体育館

レ選出 ミスりんご娘 1 人、準ミス
りんご娘 2 人 

レ参加資格 満16歳」』』上の未婚の女性

で市内居住の人。 （農協推せんの場

合は、農協管内の人） 

レ参加服装 カスリ織の着物1とします 

（反物は当方で準備しています。）。 

レ参加申し込み締切 11月 7 日（⑨ 

>参加申し込み方法 申し込み用紙（市

役所、農協の本・支所にあります。 

申し込み用紙でなく とも可）に住所、 

氏名、生年月日、学歴、職歴（勤務

先）、趣味などを記入のうえ、市農

業まつり事務局 「ミスりんご娘コン

テスト」 係（市役所内 ”内線 217 
番）へお申し込みください。 

レ賞 ミスりんご娘に賞金 5 万円と副
賞、準ミスり石一ご汝良には賞金 3 万円
と副賞を、 また参加者全員に記念品

を差し上げます。 

主催 市農業まつり運営委員会 

r第1 
lグラウ 

回 	 「 
ンドどゴルフ教室」 

●
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＋
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,
"'
+

‘
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1 人、準ミス , 

、 

‘、羽根丑同募金 
10月 1 日-12月31日 



交通事故のご相談は 

お気軽にどうぞ

無料でご相談に 

応じています 
午前9時半～午後4 時如分（平日
土曜日は正午まで（第2 土曜ョは休みます
＠専門の相談員が親身になってご相談に応じます
＠弁護士相談日】毎月第4 水曜午後 1 時～4 時 

社団法人日本損害保険協会 

青森自動車保険請求相談センター 
青森市中央一丁目23-5 

明治生命青森中央ビル5 階（市役所東寄切OOm 位） 
青森調査事務所内

廿 0177-22-1025 (直通 ) 0177-76-4391 
電話のご相談もお受けします 

」 目  関 包 司 り 

昭和61年（1986年）10月 1日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第624号） 8 

行政相談のおしらせ~ 
市民のみなさんの行政に対する苦情、意見、 

要望などについて、無半斗で迅速に、そして秘密

を守り、行政相談員が親身に相談に応じます。 

お気軽にどうぞ。 

レ期問 10月12日～18日 午前9 時～午後 4 日寺 

D相談場所 市役所市民相談室（日曜、土曜日

は自宅て味目談に応5 じます） 

ンキ目談員 成田栄一（本町36 ”自宅（③る)4023番 

JIは寸昌子（敷島町1 -4 か自宅③3>25 19番） 

「10Hi呆資金取扱い開始 
― 	 国民金融公庫― 
年末商品の仕入資金、買掛・手形決裁資金、 

ボーナス資金等を必要とされる時は、お早めに

相談を。 

ン貸付限度額 2,700万円 

レ貸付期間 運転資金7 年」2).内、設備資金10年
以内（必要な場合は15年以内）また利率は、 

年 6.4- 6.5％となつています。 

詳しいことは、国民金融公庫弘前支店相談係 

(ff0 1 7 2 一⑩ 6303 番）へどうぞ。 

市役所の電話番号は⑩2111番 

戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
支

給
法
が
改
正
さ
れ
、
改

め
て
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

支
給
対
象
者
は
次
の

と
お
り
で
、
額
面
五
万

円
か
ら
六
十
万
円
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
既
に
支
給
さ
れ
て
い

る
方
 

昭
和
六
＋
一
年
十
月

一
日
に
増
加
恩
給
等
を

受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
 

の
妻
 

▽
新
た
に
支
給
を
受
け
ら
れ
る

方
 

①
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
に

増
加
恩
給
等
を
受
け
て
い
る
戦

傷
病
者
の
妻
で
、
昭
和
五
十
四

年
四
月
二
日
（
満
州
事
変
間
の

受
傷
り
病
者
は
昭
和
四
十
八
年

四
月
二
日
）
以
後
に
重
症
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
戦
傷
病
者
と

な
っ
た
方
の
妻
、
ま
た
は
婚
姻

し
た
妻
 

②
昭
和
六
十
一
年
五
月
十
五
日

に
国
債
の
償
還
中
の
妻
で
、
昭
 

和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
戦
傷
病
者
が
皿
病
死
し

た

方
の
妻
（
当
該
国
債
の
償
還
終

了
後
に
支
給
）
 

マ
必
要
書
類
 
戸
籍
謄
本

（抄

本
）
、住
民
票
謄
本

（抄
本
）
、
 

そ
れ
に
印
鑑
等
で
す
。
 

請
求
書
受
付
は
、
十
月
六
日

か
ら
市
役
所
市
民
課

（恩
給
担

当
 
か
内
線
二
八
〇
番
）
ま
た

は
県
障
害
福
祉
課
調
査
班
で
行

い
ま
す
。
 

戦
傷

病
者
の

妻
の
み
な
さ

ん

へ
 

篇羅識」試験 
レ学科試験 昭和62年1月25日⑩ 

「日本料理・西洋料理・中国料 

理・すし・麺」 

レ実技試験 昭和62年1月26日⑤ 

「西洋料理」 

）場所 弘前調理師専門学校（弘

前市城東中央4-1-4) 
＞受験料 実技試験12,500円 受

験申請書料 300円 学科試験 

2,3 0O円 その他手続料（申込

時に納入） 

ン申し込み方法 10月10日まて‘に

弘前調理師専門学校へ申し込ん

でください。 
詳しいことは、弘前調理師専門

学校（ff0172 - 27 - 6466番）の山

本さんへどうぞ。 

I ： 	展示発表会 
: ~！  
I み施な⑩融冒 
' ’， ~ ， 

, 	L【1コ央公民館・： ミ 

， 中央公民館ではみんなの 

‘教室を開催していますが、 

，その学習成果を次のとおり 

，発表、展示いたします。 

ミ ご近所才鋸秀い合わせのう 

g え多数おいでください。 

l）期日 10月11日～12日 

，レ場所 市中央公民館 

Iン発表（展示） 洋裁、ち 

iぎり絵、書道、生花、茶道、 

Iコーヒー、料理、着付、 日 

i本舞踊、 ダンス、スポーツ 

▽日時 10月 4 日岡-5日同 ▽場所 飯詰不動公園 
▽行事 4日田午後 1 時‘獅子舞と登山嚇子の競演会 

5 日午前11時…（特設ステージ）市内津軽民謡3教室による発表競演会 

主催 市観うそ協会 
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ョi 

f去レお旨レfn告つ響云一畿マ，り芹書マg芹芹書J,f亭”呈〒fI喜“ 

(廿（③，)8898番) 

問
 

時
 

ン
 

l 	レ申し込み・間い合わせ先 市働ミ婦人の家 レ申し込み・間い合わせ先 市働く女帝人の家 

皆様に支えられて創業111周年記念 

時
所

容
 

郵便貯範感謝のつどい 
日
場
内
 

ン

D
D
 

＞日 時 10 月 7 日 （火）正午 

＞場 所 市民文化会館 

＞内 容 津軽民謡と手踊り （出演：野呂義昭、高橋つや、 

須藤圭助、小山内忠勝、長尾武一ほか） 

※各界名士によるかく し芸と素人民謡のど自慢 

※入場者おたのしみプレゼン ト抽選会（整理券が必 

要です。） 

＞入場料 無料（入場整理券を郵便局で差し上げています。 

局窓口又は貯金、保険のセールスマンにおたずね 

く ださし、。 

町m言⑩《讃諭議議摘夢警鷲想 
ーNIT五所川原電報電話局一・iン軸‘二裏編 

観光、旧跡、ホテル、旅館、交通、味所、飲み所、 おみや

げ、名産、趣味、 レジャー、 リビング、健康など、市民の必

要としている情報をサービスします。 他地域の情報を知りた

い場合は、知りたい地域の情報案内サービスを紹介します。 

胃電う)2 00l 番（平日 午前 9 時～午後 8 時、土・日・祝
日 午前 9 時～午後 5 時） 

ぎー鴬蕩管貰篇貰け菩韮星董雀＝留ー誉 
t 	\5 、シ ビノぐN、え◇ヒ」 一’”一”一 	I 

I 	レ其月 間 	10 月 8 日～12 月 1 0 日 	 ま 

' 
' 	>日寺 問 午前 1 0時～止午 	 、 

' D受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） ま 

峯 	D 場 所 市働く婦人の家 	 書 

素 	ン申し込み締切り 	1 0 月 7 日 午後 4 時 	 」i 

I叫ニーー寺ー～ー～ー、 H一お旨h（鷲三鷲鷺」ーー尋‘ 

毎
年

1
0月
は
国
民
年
金

制
度
推
進

月
間
 

「歴
史
の
道
（
下
北
の道
）
め
ぐり
」
 

ー
参
加
者
募
集
ー
 

県
と
市
町
村
で
は
、毎
年
十

月
を
国
民
年
金
制
度
の
推
進
月

間
と
定
め
、
県
民
の
み
な
さ
ん

に
年
金
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
と
理
解
を
して
い

た
だ
く
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な催

し
や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

人
口
の
老
齢
化
に伴
い
、
ま

す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
って
 
 

い
る
年
金
制
度
で
す
が
、
と
く

に
今
年
度
は
、
四
月
一
日
か
ら

国
民
年
金
が
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
大
改
正
が
実

施
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

推
進
月
間
中
の
主
な
事
業
項

目
は
、
 

①
 
各
種
マ
ス
コ
ミ
の
活
用
に

よ
る
新
年
金
制
度
の
周
知
の
た
 
 

の
展
示
と
年金
相
談
室
の
開
設

③
 
未
加
入
者
の
届
出
促
進
と

諸
届
適
正
手
続
き
の
推
進
広
報

④
 
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

促
進
の
た
め
の
特
別
広
報
 

あ
な
た
も
こ
の
機
会
に
自
分

自
身
と
ご
家
族
の
国
民
年
金
を
 

県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道
（
下
北
の

道
）
め
ぐ
り
を
行
な
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
十
月
十
日
（
祝
日
）
 

午
前
八
時
ー
午
後
七
時
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
？
、
今泉
 

ー
蟹
田
フ
エ
リ
ー
ー
脇
野
沢
ー
 

猿
山
ー
恐
山
ー
石
油
基
地
？
、
板

柳
ー
鶴
田
ー
五
所
川
原
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
六

時
五
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト
前
 
 

（
市内
本
町
）
 

▽
会
費
 
一
人
五
千
百
円
（
昼

タ
食
、
見
学
料
、
フ
エ
リ
ー
代

含
む
）
 

▽
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

青
森
市
大
字
松
森
字
佃
 
青

森
県
歴
史
の
道
整
備
促
進
協
議

会
事
務
局
（
。
〇
一
七
七
 
四

ニ
ー
一
〇
六四
番
）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 十
月
七
日

▽
申
し
込
み
受
付
時
間
 
午
前

八
時
三
十
分
ー
午
後
四
時
（
日

曜
日
を
除
く
）
 

め
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

チ
エ
ッ
ク
し
、
満
額
の
国
民
年
 

②
 
小
学
生
の
年
金
習
字作
品
 
金
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
 

五
所
川
原
短
歌
会

秋
雨
に
打
た
る
る
も
よ
し
大
輪
菊
三
十
鉢
の
青
さ
見

て
る
つ
 

関
 
喜
代
栄

前
畑
の
玉
買
黍
の
香
り
よ
く
孫
ら
を
食
め
り
敬
老
の

日
に
 

和
田
 
秀
峰

④
を
五
百
万
に
不
取
敢
細
々
生
き
る
国
民
の
た
め
に
 

小
笠
原
俊
亮

寝
返
り
て
肌
打
ち
な
が
ら
覚
め
し
夜
半
蚊
の
な
く
音
 

は
耳
辺
に
憎
し
 

大
久
保
勘
一1
1
 

北
限
の
猿
し
の
ば
れ
て
下
北
も
秋
議
こ
む
る
陸
奥
湾

も
見
ゆ
 

山
E
 和
美
 



市役所の電話番号は⑩2111番 

健康 

コーナー 

圏⑩健園網議冒 
レ日時 11月 1日 午後1時～4 時 

D場所 中里町保健センター 

レ内容 歯の無料健康診査、歯の磨

き方の指導、図画、ポスタ 

ーの展示など

主催 県歯科医師会 同北五支部 
A、 
ム 

歯の磨

ポスタ 

同北五支部 

みんむの健康教室 
医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健

康教室」 が開かれます。 お気軽にお・

し、で’く ださし、。 

レテーマ 「婦人科疾基、の注意点」 

ン日 時 l 0月 24 日（斜午後 1時

レ場 所 市保健センター 

D講 師 川村礼一郎先生 

川村産妬什人科医院長） 

主催 北五医師会 

市民保健協議会 

時

所
師
 

昭和61年（1986年・）10月 1日 	 広報こしょがわら 
	

（第624号） ⑩ 

10月 10日～16日 

「如歳からの健康週間」 
種』きざかりの40歳。 栄養、運動、休養等の日常生活

の管理が重要です。 

また、健康診査などの定期的な受診を積極的に受け

るようにしましょう。 

「三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風）コ 

~ 	 ワクチン接種」 
ン対象幼児 昭和57年10月 1日から 59年 9 月30日まで、 

に生まれた幼児、ただし、生後48カ月を経過した幼児は

接種できません。 

一 

	

	2 期は、 1期終了後12カ月を経過した幼児で、12月に 

接種することになります。 

なお、 2 期分については、昨年 1期終了した幼児にβ艮

り 48カ月以上でも接種できます。 

お問い合わせは、市衛生課（内線268・ 272番）へどう

ぞ。 

地 	区 	名 実施場所 受付時間 1 回 目 2 回 目 3 回 目 

本町・布屋町・弥
生町・東町・大町・
旭町・敷島町‘雛
田・上平井町・中
平井町・下平井町・
幾世森・寺町・柏
原町・錦町・幾島
町・末広町・新宮
町・芭蕉 
七 和 地 区 

市保健

センター 

午
 
1
 

後
 
時
 
時
 

分
  

1
1
3
0
 

 

10月 8 日 

(*) 

11月 5 日 

(加 

12月 3 日

例く） 

栄町・田町・蓮沼・
不魚住・元町‘鎌
谷町・鳥森・下り
枝・八重菊・一ッ
谷・新町・柳町・
岩木町・川端町・
小曲・新宮‘長橋
橋元・湊団地・若
葉・梅沢地区 

10月 9 日 

休） 

11月 6 日 

（木） 

12月 4 日 

（木） 

栄 	地 区 
長 橋 地 区 

10月22日
休） 

11月19日 
( ◇ 

12月17日 
（水） 

中
松
三
 
川
島
好
 
地
団
地
 
区
地
区
 

 

10月23日
休） 

11月20日
休） 

12月19日 
（金） 

松
飯
 
島
詰
 
地
地
 
区
区
 

 

10月24日 
（金） 

11月21日 
（金う 

12月24日 
(*) 

み
毘
 
ど

少
 
り
地
 
町
区
 

 

10月29日 
（可く） 

11月27日 
(未 

12月25日 
（木） 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

容35-2O19番 
（救急医療音月会） 

「愛の献血」お願いします 

10 

月 

日口
 

午 午 	後 

6
日
目
『
 
 

10時～正午 1時30分～4 時 

市役所前お祭り広場 西北中央病院前 

20H

囲 

10時～正午 1時 30 分～4 時 
コミュニテイ 防災
センタ一（鎌谷町） 

一
 
・

、
ー
  

モ
 
デ
 

マ
駐
 
ル

車
 
ト

場
  

29H

困 

10時～11時30分 0時45分～4 時 
対馬内科小児科
医院前 

五所川原高校前 

30H

困 

10時～11時30分 0時45分～4 時 

水野尾公民館前 五所川原高校前 

r 
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